
令和６年度 浜松市教育研究会 学校図書館部 

第２回研修会 

 

【アンケート調査・講話】 

（１）第３回市教研について アンケート 

・各校の実践と課題について 

① 選書について：選書の基準 

② 本の配置について：本の置き場の確保 

③ 読書スペースについて：スペースの確保、本の展示の仕方 

④ 授業での活用について：調べ学習の場 

⑤ 読書を促す企画について：図書イベント、年間を通して利用者が増える取り組みや企画 

⑥ その他：図書館補助員や図書館ボランティアとの連携、開館時間 等 

（２）講話「『本屋のない人生なんて』嫌だから『しぶとい本屋』で生きていく」 

高久書店 代表 高木 久直 氏 

 

・本屋の店舗数の減少 

→９０年代には全国で２６０００店の書店があり、どの自治体 

にも書店があった。 

 

→現在は、８０００店にまで減少した。 

３割の自治体に書店がない状況である。 

本離れが加速している。 

本は借りて読むものと思っている子が増加している傾向がある。 

ネットにつながりを求める子も増えている。 

 

 

・「走る本屋さん 高久書店」 

→移動新刊書店を立ち上げる。 

 

☆目的 

書店のない地域の子供に、本を手に取ってもらい、 

 本を読むことの楽しさやよさを伝えたい。 

 

☆本屋は、誰がいてもよい場所である。 

 コミュニケーションをとるツールにもなる。 

本を読むことで、考えの引き出しを増やしていくことが 

できる。 


